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背景: 多くの新規物性、また応用領域の広さか

ら注目を集めている遷移金属ダイカルコゲナ

イド(TMD)だが、近年は層数制御、歪印加等に

よる物性チューニングの研究が盛んにおこな

われている。それら物性チューニングの中でも、

我々は複数のTMDを組み合わせた混晶の作製

とその組成の調整によるバンドギャップおよ

びバンド構造の制御に着目してきた。これまで

我々は共スパッタ法と有機原料を用いた Te化

によりMoS2(1-x)Te2x薄膜を作製してきた[1]。本

研究では、薄膜の形成メカニズム解明のため、

特に作製した薄膜の安定性という観点から Te

化条件の最適化を試みた。 

実験: MoTe2と MoS2ターゲットを共スパッタ

することで SiO2/Si基板上にMoSｘTey薄膜を堆

積後、石英管反応炉で H2または N2をキャリア

として[(i-C3H9)2Te]を用いたTe化を行うことで

MoS2(1-x)Te2x 薄膜を作製した。その後、試料を

一定期間自然酸化させ、前後の化学結合状態の

変化について XPS等を用いて評価した。 

結果: Fig. 1 は、MoTe2 と MoS2 を共スパッタ

し、Te化することで作製したMoS2(1-x)Te2x薄膜

の XPS Mo 3dスペクトルである。作製直後の

試料においては、キャリアガスの違いによるス

ペクトルに差異が生じていないにも関わらず、

自然酸化後の試料においてはH2キャリアで Te

化を行った試料の方でより酸化が進行してい

ることがわかる。また、ピーク分離および Te 

3dピークの解析から膜中から Sよりも Teが多

く脱離しており、主に Teが Oに置き換わって

いる。以上より、MoS2(1-x)Te2xの不安定性が N2

より H2をキャリアガスとして用いた際により

顕著に表れていることが示唆される。 

 

Fig.1 The XPS Mo 3d spectra of MoS2(1-x)Te2x with 

different carrier gas and before/after storage. 
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